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栽培期間中の気温がホウレンソウおよびコマツナの
糖とビタミンC含量に及ぼす影響

田村 晃

１．ねらい
ホウレンソウやコマツナの糖とビタミン
含量には気温や土壌養分 、水分ストレC １）

ス など様々な環境要因が影響を及ぼす。２）

一般に，両作物の上記成分含量は冬期に高
く、夏期に低いことが知られている 。こ３）

のことは、栽培期間中の気温が上記成分含
量の多少に大きな影響を及ぼす要因である
ことを示している。しかし、これまでに栽
培期間中の気温と上記成分含量との間の定
量的な解析に関する報告はなされていな
い。そこで、両作物の栽培期間中の気温と
上記成分含量との関係を解析し、上記成分
含量を高めるための気温管理方法について
検討した。

２．試験方法
試験は1997年度～1999年度にかけて実施
した。ホウレンソウは‘ソロモン 、コマ’
ツナは‘せいせん7号’を供試した。糖と
ビタミン 含量の分析試料には出荷規格C
内（草丈で20～30 ）の大きさの個体をcm
用いた。このため、両作物を各年ともに数
回にわたって播種し、一定の大きさの植物
体が得られるようにした。
各年ともに第1回目の播種前に窒素、リ
、 、 、ン酸 カリをそれぞれ1 ･ 苦土石灰kg a －１

ようりん、稲ワラ堆肥をそれぞれ10、4、2
。 、00 ･ 施用した 栽植密度は条間20kg a cm－１

株間5 （100個体･㎡ ）とした。cm －１

糖はアンスロン法、ビタミン はヒドC
ラジン法で分析した。

３．結果及び考察
コマツナ葉身の糖含量は平均気温が10～
25℃の範囲では約1 ･100 であるが、10g g －１

℃以下では気温が低下するにつれて急激に
高まった（図1 。この傾向はコマツナ葉）
身のビタミン 含量、ホウレンソウ葉身C
の糖、ビタミン 含量にも同様にみられC
た（データ略 。）
そこで、ハウス内気温とホウレンソウ、
コマツナの糖、ビタミン 含量との関係C
を解析するため、収穫前日から20日前にか
けての20℃以下の最高気温、5℃以下の最
低気温および10℃以下の平均気温と両作物
の糖、ビタミン 含量との関係を1次回帰C
式で解析した。最高、最低および平均気温

とコマツナ葉身の糖およびビタミン 含C
量との関係から得られた1次回帰式の決定
係数は、最低および平均気温で高い数値が
得られた（表1 。また、最低および平均）
気温における決定係数は、収穫前日から収
穫前10日まで徐々に高まり、10日以降は同
程度であった。このことから、収穫前10日
間の最低および平均気温からコマツナ葉身
の糖およびビタミン 含量を推定できるC
と考えられた。なお、コマツナ葉柄、ホウ
レンソウ葉身、葉柄の糖、ビタミン 含C
量にも同様の傾向が認められた（データ
略 。）
両作物の糖含量は、収穫前10日間の平均
気温が10～25℃の範囲では1 ･100 以下g g －１

で低かったが、平均気温が10℃以下の範囲
では直線的に高まった（図2 。そして、）
平均気温が約2℃以下で両作物の糖含量は
約4 ･100 以上で十分に高い値となっg g －１

た。なお、両作物の葉柄の糖含量も葉身と
同様の傾向が認められた（データ略 。両）
作物葉身のビタミン 含量も糖含量と同C
様に、収穫前10日間の平均気温が10℃以下
の範囲で急激に高まり、約2℃以下で約120
･100 以上で十分に高い値となったmg g －１

（図3 。これらのことから、収穫前10日）
間の平均気温を2℃以下で管理すると、糖
とビタミン 含量の豊富なホウレンソウC
とコマツナを作ることができると考えられ
た。
４．まとめ
ホウレンソウとコマツナの糖とビタミン
含量と栽培期間中の最高、最低および平C
均気温との関係を解析した結果、両作物の
上記成分含量は収穫前10日間の最低ないし
は平均気温の影響を大きく受けることが明
らかになった。両作物ともに収穫前10日間
の平均気温が10～25℃の範囲では糖含量が
1 ･100 、ビタミン 含量が50～70 ･g g C mg－１

100 以下で低いが、これに対して、10g －１

℃以下の範囲では両成分が急激に高まり、
2℃以下では糖含量が約4 ･100 以上，g g －１

ビタミン 含量が約120 ･100 以上でC mg g －１

十分に高まった。これらのことから、収穫
前10日間の平均気温を2℃以下で管理する
と、糖とビタミン 含量の豊富なホウレC
ンソウとコマツナを作ることができると考
えられた。
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収穫前20日間の平均気温とコマツナ葉身の図１
糖含量との関係

表１ 収穫前日から収穫前20日間の最高，最低および
C平均気温とコマツナ葉身の糖およびビタミン

含量との関係から得られた1字回帰式の決定係数

収穫前10日間の平均気温とホウレン 収穫前10日間の平均気温とホウレンソ図２ 図３
ソウおよびコマツナ葉身の糖含量との関係 ウおよびコマツナ葉身のビタミン 含量C

との関係
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収穫前
日数 最高気温 最低気温 平均気温 最高気温 最低気温 平均気温
1 0.080 0.444 0.277 0.064 0.455 0.240
3 0.135 0.598 0.420 0.097 0.654 0.388
7 0.282 0.694 0.575 0.197 0.667 0.527
10 0.325 0.746 0.671 0.252 0.714 0.621
15 0.445 0.736 0.726 0.352 0.703 0.682
20 0.540 0.738 0.739 0.471 0.697 0.718

ビタミンC含量糖含量


